
【中学校数学 活用問題 中１－７】

（単元評価問題関連：中１－②）

（ ）組 氏
マッチ棒と粘土の数

（ ）番 名

数学の図形の授業で，あつしさんとようこさんは，マッチ棒を並べて

いくつかの正六角形をつくり，そのマッチ棒の本数を調べることにしま

した。

図１

（１）正六角形が３つの時は，マッチ棒は全部で１６本必要で

す。では，正六角形を８個つくるとき，マッチ棒は全部で何

本必要ですか。マッチ棒全部の本数を求めなさい。

４１ 本

図２

ｎ個

全部の本数は，３【あつしさんによると…】図２のように考えると，

最初の正六角形の粘土４個に，２つ目の正六角形の粘土４個を加える。同じよ（

うに正六角形が増えるたびに４個ずつ粘土が増えていくとすると，正六角形が５

個のとき，粘土は２０個になる。最後の粘土の２個を数えていないので，２０個

に２個加えると，粘土全部の個数は２２個になる。
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このままマッチ棒を並べていくと、マッチ棒は

何本必要かなあ…

マッチ棒だと，すぐバラバラになるから，くずれないように粘土でつなぎ

目をくっつけてみようっと！すると，図２にように正六角形を５個つくった

ときの粘土全部の個数は２２個になるよ。考え方をまとめると…



（２）あつしさんの考え方を参考に，ようこさんの粘土全部の個数を求める

式が ４ｎ＋２ になる理由を説明しましょう。

】図２のように考えると，【説明

最初の正六角形の粘土４個に，２つ目の正六角形の粘土４個を加

える。同じように正六角形が増えるたびに４個ずつ粘土が増えていく

とすると，正六角形がｎ個のとき，粘土は（４ｎ）個になる。最後の

粘土の２個を数えていないので （４ｎ）個に２個加えると，粘土全，

部の個数は（４ｎ＋２）個になる。

（３）ようこさんは，自宅に帰り，マッチ棒と粘土を使って立方体をつくり

ました。この立方体を横につなぎあわせ直方体をつくりました。

個n

粘土の個数がちょうど１０８個になるときの立方体の個数を求めなさい。

（解答例）

８＋４ｎ－４＝１０８
４ｎ ＝１０４

個ｎ ＝２６ ２６

ようこさん

じゃあ、図２のように正六角形をn個つくったときの粘土
全部の個数は（４n＋２）個になるわね。


